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　大学での授業等において，学習管理システム（LMS）を用いることが一般的になりつつある．
特にオープンソースとして開発されているMoodleは多言語化がされており，日本語を含む様々
な言語での利用が可能なように言語パックが提供されている．しかし，今後小学校等における
Moodleの利用を想定する場合，ユーザーインタフェース（UI）に関連した様々な点が，利用上問
題になることが予想される．その一つとして，メニューやボタンなどの選択項目を児童が読めなかっ
たり理解できなかったりする点が挙げられる．そこで，小学生用の日本語言語パックを作成し，小
学校へのMoodleの普及へとつなげたい．本稿ではそのために検討した事項について述べる．
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1．LMS,Moodleの初等教育での利用

大学での授業等において，学習管理システム（LMS 

: Learning Management System）を用いることが一般
的になりつつある．LMSを用いることで，受講者へ
の各種資料の提示，課題ファイルの回収，オンライン
テストの実施，オンラインフォーラム上での議論など
が可能になる．
一方，ICTを活用する教育は初等教育においても広
がってきており，教師の資料提示はもとより教科教育
において児童が情報端末を操作する機会も増加してき
ている．
しかしながらLMSの初等教育での普及は進んでい
ない．原因には端末環境やネットワーク環境が十分に
整備されていないことや，児童の自立した学習が想定
しにくい点，LMSで利用できる教材の不足，教師の
LMSの活用能力の問題などが考えられるが，初等教
育に最適化されたユーザーインタフェース（UI）をも

ち手軽に利用できるLMSがないことも原因と考えら
れる．しかし今後は学習環境の変化に対応し，電子教
材の配布や児童間の情報共有プラットフォームとなる
ものが必要とされると考えている．

 

図1　利用する言語パックの指定

オープンソースのLMSであるMoodle（1）はシステ
ムモジュールやUIの改変が可能で，コミュニティを
中心に様々なモジュールが提供されている．また多言



－ 88－

仁愛大学研究紀要　人間生活学部篇　第4号　2012

語化されており，言語パックという形でボタンやメ
ニューやメッセージ，ヘルプ画面等の文字列が提供さ
れている．バージョン毎に言語数や翻訳の進捗状況は
異なるが，90言語（2）（子ども用や特定地域用を含める
と100種以上）以上の中からシステム全体・コース別・
ユーザ別に指定が可能となっている．図1はシステム
レベルで利用する言語パックを指定するための設定画
面である．

2．小学生用言語パックの検討

Moodleの日本語言語パック（ja）は吉田光宏氏を中
心に10年余りをかけ翻訳・保守されてきている． 本
稿執筆時にバージョン2.2では338の（モジュール毎
の）PHPファイルで連想配列として構成され，17111

件が翻訳済みとなっている．しかしこれらの多くは
管理者や教師ユーザにしか関わらないものであるし，
ユーザがどのような学習活動を行うかに応じて，目に
する文字列は限定的である．システムの核となる部分
のUI文字列と，学習活動で学習者の操作時に関わる
部分としては30%程度が相当すると見積もっている．
このまま小学校でのMoodleの利用を想定する場
合，ユーザである児童の学年によって，UI文字列と
して利用できる漢字は学年別配当漢字を考慮すると限
定的である．また児童がUI文字列を理解できるよう
に全てひらがな・カタカナにする案も考えられるが，
LMSの利用を4～ 6年生程度での利用と想定するの
であれば，3年生までの学年に配当されている440字
程度は利用可能である．
また図3のように rubyタグを文字列として含めるこ
とでルビを振ることが可能であるが，文字列の高さが
変わるためスタイルシートとの調整が必要である．ま
たWebの機能を活かし，divやspanタグの title属性に
読みを埋め込む方法も考えられるが，タッチデバイス
との互換性も検討が必要である．
一方，用語（熟語・単語）については，学年別の明
確な指導要領による定めがないので，教科書等を参考
にそのまま用いるのか平易な表現に替えるかを検討す
る必要がある．同様に外来語の使用についても，どの
程度まで使用するかは検討が必要である．最終的には
小学校教諭の意見も参考に調整が必要である．

そこで，今後の言語パック作成の見積もりとして，
言語パック内の漢字の使用状況を確認し，学年別配当
漢字との比較を行った．また，外来語の使用状況につ
いても，一覧を作成し利用頻度などを確認した．
現在小学生用言語パックの試作を進めており，最終
的な配布に向けて準備を行っている．

3．小学生用文字列の指定例

図2　翻訳文字列の指定

図2は，topicという文字列に対し，日本語言語パッ
クでは，カタカナで「トピック」としている例で，こ
れを小学生用言語パックにて指定するために，ruby

タグを用いて，「話題（わだい）」と指定している例で
ある．
例：<ruby>話題<rp> ( </rp><rt>わだい</rt> <rp> ) </rp></

ruby>

 

図3　rubyタグを指定して表示される例

それにより，図3のように枠で示した文字列は全て
変更されることになる．

 

図4　マウスオーバーにより読みが表示される例

また，図4はspanタグの title属性に読みを設定し，
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ユーザのマウスオーバーにより読みが表示された例で
ある．
例：<span title=“わだい”>話題</span>

図5は，外来語を含めて置換した例で，「Home」
を「ホーム」，「マイホーム」を「わたしのホーム」，
「マイプロファイル」を「わたしのプロフィール」，
「フォーラム」を「掲示板」といったように，ある程度
小学生でも理解できるように表示している．

図5　マウスオーバーにより読みが表示される例

4．AMOSを用いる言語パックの協働保守の計画

Moodleサイトでは，AMOS (Automated Manipula-

tion Of Strings) という効率的に各種UI文字列の操作
を行える仕組みが提供されている（3）．履歴の中央リ
ポジトリとしての機能を有していて，AMOSは英語
ストリングの追加を監視して，翻訳を収集および一般
的な翻訳タスクを処理した後，Moodleサーバに適用
される言語パックを生成する．
またこれにより，文字列の翻訳を行う言語パック
保守者や，文字列の訂正を提案したいユーザらが
AMOSを通じて協働的に言語パックを保守すること
ができるようになっている．（文字列訂正提案→提案
内容の承諾→リポジトリの自動更新→言語パックとし
て配布）
今回，新規に jaを親パックとして小学生用言語パッ
ク ja_kidsのリポジトリを作成した．これにより，ja_

kidsで未定義のUI文字列については，jaのUI文字列
が用いられることになる．今後様々なユーザからの提

案を受け付け改善を進めていく．

5．Moodleの初等教育での利用実践に向けて

UIや言語パックの検討と併せて，初等教育の現場
で，Moodleの利用を実践する必要がある．さらにそ
の前に小学校教諭の認知度を高める必要もあるため，
講習会を計画している．
また小学校での ICT環境の不十分さを考慮し，可搬
型のPCをサーバとして運用したり，オフラインで簡
易的にMoodleをPC上で試用できるPoodle（4）を活用
することも検討している．
初等教育でのMoodleの利用実践例はあまり報告さ
れていないが，先駆的な取り組みとして，小学校での
学習過程において，個人で作った作品やグループで協
同学習した成果物での共有や交流をおこなった事例が
報告されている（5）．今後同様の取り組みが多くの初
等教育の現場で行われ，次世代を担う小学生の教育に
おいて共有・協調・自律的な学習のプラットフォーム
としてMoodleが活かされることを期待している．
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